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１．概要（Summary） 

 架橋カーボンナノチューブの発光の架橋幅依存性及び

励起強度依存性を調べることにより、励起子拡散及びそ

れに伴う励起子緩和過程の性質について明らかにした。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置、高速シリコン深掘りエッ

チング装置、ステルスダイサー、クリーンドラフト潤沢超純

水付 

【実験方法】 

電子線描画装置を用いて4インチSiウェハ上に様々な

幅を持つラインのパターニングを行い、シリコン深掘りエッ

チング装置によって深さ 1 μm のトレンチを作製する。次

に再び電子線描画装置を用いて触媒配置領域をパター

ニングし、その後ステルスダイサーによって 5 mm角のチ

ップに分割する。このチップに対し触媒の配置をしてから

CVD 法によるカーボンナノチューブの合成を行う。トレン

チに架橋したナノチューブに対して光学測定を行い、発

光強度の架橋幅依存性、励起光強度依存性を調査した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 カーボンナノチューブの発光強度の架橋幅依存性を解

析することにより、架橋ナノチューブにおける励起子の拡

散長を求めた。また、Fig. 1 に示す励起強度依存性の振

る舞いから、励起子-励起子消滅が励起子密度の 3 乗に

比例した確率で起こることがわかり、これが 1 次元材料特

有の性質であることが明らかとなった。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

競争的資金：本研究は科研費 23104704, 24340066, 

24654080, 26610080, キャノン財団、旭硝子財団、

KDDI 財団、および文部科学省「最先端の光の創成を目

指したネッ トワーク研究拠点プログラム」の支援を受け

た。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 
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Fig. 1 Excitation power dependence of PL 

intensity. Line is a fit by a rate equation. 


